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充実した予算を可決

3
月
11
日
か
ら
14
日
の
4
日
間
、
予
算
決
算
委
員
会
に

お
い
て
令
和
7
年
度
予
算
案
の
内
容
を
審
査
し
、
3
月

21
日
の
本
会
議
最
終
日
に
全
て
の
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

議
案
第
38
号
令
和
7
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
4
件

税
金
の
使
い
方
が
決
ま
り
ま
し
た

このようなことが決まりました
令和7年 第1回 定例会（2月27日～3月21日）

	 市長提出議案	 ３９件
	 議員提出議案	 １件

令和７年第１回定例会を２月２７日から３月２１日まで開催しました。
令和７年度一般会計予算などを含む市長提出議案３９件は、いずれも原案のとおり
可決しました。
また、議員提出議案１件も全会一致で可決しました。

▷関連４～９ページ
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活力を創るための

教
育
環
境
の
整
備
や
避
難
所
と
し
て
の
環
境
整
備
の
た

め
、
東
部
中
学
校
、
赤
羽
根
中
学
校
、
福
江
中
学
校
お

よ
び
福
江
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
等
に
空
調
設
備
を
整

備
し
ま
す
。

議
案
第
17
号
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

小
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
等
に

空
調
設
備
を
整
備
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
を

見
直
し
ま
す

保
険
給
付
費
が
年
々
増
加
す
る
中
、
被
保
険
者
の
後
期

高
齢
者
医
療
へ
の
移
行
に
よ
る
被
保
険
者
数
の
減
少
、

所
得
状
況
等
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
収
入
が
不
足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、国
、

県
が
推
進
す
る
保
険
料
水
準
統
一
の
流
れ
の
中
、
標
準

保
険
料
率
に
近
づ
け
る
よ
う
税
率
等
を
見
直
し
、
健
全

な
保
険
給
付
が
行
え
る
よ
う
財
源
を
確
保
し
ま
す
。

議
案
第
36
号
令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）



4田原市議会だより 第98号（2025年4月）

「
こ
ど
も
を
育
み
、

　
　
　
　
　
活
力
あ
る
未
来
を
創
る
」
予
算

本
市
の
市
税
収
入
は
、
製
造
業
を
中
心
に
堅
調
な
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
足
下
の
物
価
高
騰
等
に
よ
る
景
気
の
下
振
れ

リ
ス
ク
な
ど
、先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。一
方
、

歳
出
で
は
社
会
保
障
関
係
費
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
情
報

シ
ス
テ
ム
関
連
経
費
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
長
寿
命
化

や
、
災
害
に
対
応
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
の
費
用
な
ど
に

加
え
、
物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
に
伴
う
事
業
費
が
増
大
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、「
第

２
次
田
原
市
総
合
計
画
第
２
期
実
施
計
画
」
に
掲
げ
る
施
策

を
実
施
し
、
特
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対
策
・
人

口
増
加
策
を
推
進
す
る
た
め
の
「
こ
ど
も
を
育
み
、
活
力
あ

る
未
来
を
創
る
」
予
算
が
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
7
年
度
の
重
点
施
策

総　額 486億9,432万円
（前年度比　＋14億9,020万円）

一般会計予算 332億9,000万円
（前年度比　＋13億2,000万円）

特別会計予算 91億7,769万円
（前年度比　−1億9,572万円）

企業会計予算 62億2,663万円
（前年度比　+3億6,592万円）

▪特別会計の内訳

国民健康保険特別会計 80億5,980万円

後期高齢者医療特別会計 11億1,788万円

▪企業会計の内訳

水道事業	 （収益的支出） 13億1,991万円

	 （資本的支出） 7億1,103万円

下水道事業	（収益的支出） 27億3,518万円

	 （資本的支出） 14億6,050万円

市長から、令和７年度の予算案が提出され、議長以外の全議員で構成する予算決算
委員会において、内容を審査しました。
審査の結果、全ての予算案を可決し、令和７年度の税金の使い方が決まりました。

※万円未満切り捨てのため、合計が合わない場合があります

令和７年度予算審査

税金の使い方が決まりました

▽
予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査
は
7
〜
9
ペ
ー
ジ

①
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り

②
住
ん
で
み
た
い
・

	

　
訪
ね
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

③
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
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事業費 ７，４８０千円 新規・拡充・継続

担当課：街づくり推進課 電話：0531-23-3535
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：machi@city.tahara.aichi.jp

■目的
中心市街地の賑わい創出を図る
ため、また、その担い手となる事業者の
出店等を手助けするため、大規模な低
未利用地や空き家の利活用計画を策定
する。

■事業概要
○田原市街地活性化協議会負担金

■利活用計画の内容
・候補地の選定
・基本構想案の作成
・概算コストの算出 等

中心市街地低未利用地等
利活用計画策定

ララグラン

ＡＢホテル

駅南公共駐車場

三河田原駅

田原市役所

セントファーレ

柳町駐車場

民間所有倉庫

駅周辺主要施設

低未利用地等

渥美湾環境適応型漁業の推進
2,308万円

ICTを活用した漁場内の環境調査や
スマートカキ養殖の実証実験を行う

小中学校の給食費の半額を支援し、
子育てしやすい環境を整備

下水道汚泥処理の検討
574万円

効率的な汚泥処理をするため、市内全体の
汚泥処理方法の見直しを実施

小中学校の学習用ICT環境の充実
2億917万円

AI搭載の学習アプリの導入や1人1台端末の
更新および情報通信ネットワーク環境等の整備

電子申請でのオンライン決済導入
96万円

手数料等各種公金のキャッシュレス
サービスをオンライン決済に拡大

令和７年度
主な事業

令和７年度の新規事業
を中心にご紹介します。

（万円未満四捨五入） 小中学校給食費の支援
1億2,963万円

多世代交流施設
（市民プール等）の整備

7,931万円
多世代交流施設の整備に向けて、公募型

プロポーザル方式による事業者の選定を行う

赤羽根市民センターと図書館の
複合化による施設整備

3,635万円
赤羽根市民センターと赤羽根図書館
との複合施設の基本設計を実施

中心市街地低未利用地等の
利活用の検討
748万円

中心市街地の賑わい創出を図るため、大規模
な低未利用地や空き家の利活用計画を策定
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議
案 

№
17

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

問	

今
回
の
税
率
改
正
に
よ
り
、
実
際
の
被

保
険
者
の
税
負
担
の
影
響
額
は
。

答	

1
人
当
た
り
平
均
で
年
額
9
6
0
0

円
、
1
世
帯
当
た
り
平
均
で
年
額
1
万

7
5
0
0
円
の
増
額
と
見
込
ん
で
い

る
。

問	

国
、
県
の
保
険
料
水
準
統
一
の
流
れ
が

あ
る
中
で
、
将
来
的
に
は
標
準
保
険
料

率
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
解
釈
で

よ
い
か
。

答	

県
の
目
標
ま
で
に
は
、
被
保
険
者
の
急

激
な
負
担
増
に
配
慮
し
つ
つ
、
標
準
保

険
料
率
に
近
づ
け
て
い
け
る
よ
う
、
税

率
の
検
討
を
し
て
い
く
。

議
案 
№
23

布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
基
準
の
見
直
し

問	

本
条
例
の
改
正
に
至
る
経
緯
は
。

答	

水
道
事
業
に
携
わ
る
職
員
の
減
少
な
ど

に
伴
い
、
技
術
上
の
監
督
業
務
を
行
う

者
お
よ
び
水
道
技
術
管
理
者
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
道

法
施
行
令
な
ど
に
お
い
て
、
資
格
要
件

が
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

問	

条
例
改
正
に
よ
り
、
市
民
生
活
へ
の
影

響
は
あ
る
の
か
。

答	

水
道
事
業
の
運
営
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

状
況
を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
、
安
全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
お

届
け
し
、
安
心
し
て
生
活
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
努
め
る
。

議
案 

№
24

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
常
駐
・
専
任

規
制
の
緩
和

問	

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
を
事
業
所

ご
と
の
専
属
か
ら
選
任
に
見
直
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
者
に
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。

答	

同
一
の
都
道
府
県
に
お
け
る
複
数
事
業

所
で
の
兼
任
が
可
能
と
な
る
。

議
案 

№
28
・
29

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
お
よ
び
和
解

問	

長
い
期
間
、
手
当
の
相
違
が
発
見
で
き

な
か
っ
た
理
由
は
。

答	

3
年
に
一
度
の
障
害
者
手
帳
更
新
に
お

▪
令
和
7
年
第
1
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

市
長
提
出
議
案

4
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

5
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

6
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
及
び

市
税
条
例
の
一
部
改
正

7
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

8
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
及
び
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

9
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

10
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

11
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

12
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

13
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

14
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

15
市
の
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

16
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

17
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

18
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

19
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

20
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

21
道
路
占
用
料
条
例
等
の
一
部
改
正

22
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

23
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準

及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者

の
資
格
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

24
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

25
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

26
東
三
河
広
域
連
合
規
約
の
変
更

27
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
等
改
修

工
事
（
週
休
2
日
）
請
負
契
約

28
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

29
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

31
市
道
路
線
の
認
定

32
訴
え
の
提
起

指
定
管
理
者
の
指
定

30
伊
良
湖
温
泉
給
湯
施
設
（
一
般
社
団
法
人

渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

33
公
共
駐
車
場
（
田
原
駅
南
公
共
駐
車
場
・

田
原
駅
公
共
駐
輪
場
：
株
式
会
社
あ
つ
ま

る
タ
ウ
ン
田
原
）

34
公
園
及
び
緑
地
（
臨
海
緑
地
：
童
浦
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

35
谷
ノ
口
公
園
（
谷
ノ
口
区
）

令
和
6
年
度
補
正
予
算

36
一
般
会
計
（
第
7
号
）

37
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
1
号
）

令
和
7
年
度
予
算

38
一
般
会
計

39
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

40
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

41
水
道
事
業
会
計

42
下
水
道
事
業
会
計

▪
追
加
議
案

議
案
番
号

議
員
提
出
議
案

議発1
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

※
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

議案に対する
委員会・本会議での

議員の質疑・意見です

主な質疑
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い
て
、
更
新
前
後
の
障
害
等
級
の
判
定

に
変
わ
り
が
な
く
、
原
則
、
障
害
等
級

に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
手
当
の
種
類
が

変
わ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
手
当
種
類

の
確
認
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
。

問	

今
回
の
損
害
賠
償
は
、
手
当
を
受
け
ら

れ
た
は
ず
の
方
へ
の
案
内
不
足
が
原
因

だ
が
、
そ
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
の

今
後
の
対
応
は
。

答	

手
帳
の
交
付
や
再
交
付
の
際
に
は
、
常

に
複
数
で
確
認
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
新
た
に
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成

し
、
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
手
当
が

誰
が
見
て
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
手
当
に
つ
い
て
も
、
定
期
的
に

全
件
確
認
を
行
い
、
万
が
一
、
同
様
の

間
違
い
が
あ
っ
て
も
早
期
に
発
見
で
き

る
体
制
を
確
立
し
て
い
く
。

（
3
／
10 

文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
9

議
員
旅
費
（
費
用
弁
償
）
の
鉄
道
賃
と
船
賃

の
読
替
規
定

問	

読
替
規
定
を
適
用
し
た
場
合
、
特
別
車

両
料
金
（
グ
リ
ー
ン
車
）
や
最
上
級
の

等
級
運
賃
の
支
給
が
可
能
と
な
り
、
財

政
負
担
が
増
す
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
の

料
金
を
支
給
す
る
必
要
性
は
。

答	

読
み
替
え
て
準
用
す
る
旅
費
条
例
で

は
、
特
別
車
両
料
金
と
特
別
船
室
料
金

に
つ
い
て
は
、
公
務
の
た
め
に
特
に
必

要
な
場
合
に
限
り
支
給
可
能
と
す
る
も

の
、
鉄
道
賃
と
船
賃
の
最
上
級
の
等
級

運
賃
に
つ
い
て
は
、
運
賃
の
等
級
が
あ

る
場
合
の
上
限
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

無
条
件
に
支
給
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問	

特
別
車
両
料
金
等
の
支
給
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
場
面
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

答	

特
別
車
両
料
金
等
や
上
位
等
級
の
運
賃

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
国
会

議
員
等
外
部
の
者
と
移
動
す
る
場
合

で
、
保
安
上
の
理
由
や
移
動
中
に
打
ち

合
わ
せ
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
等

を
想
定
し
て
い
る
。

議
案 

№
13

特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し

問	

特
殊
勤
務
手
当
の
う
ち
、
感
染
症
防
疫

作
業
が
、
感
染
症
等
防
疫
作
業
に
改
正

さ
れ
た
。
こ
の
等
と
は
ど
の
よ
う
な
作

業
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答	

ご
み
処
理
場
等
に
お
け
る
農
薬
混
合
散

布
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

問	

家
畜
等
に
対
す
る
防
疫
作
業
の
規
定
は
、

予
防
作
業
を
含
む
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
予
防
作
業
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
作
業
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答	

家
畜
等
に
対
す
る
防
疫
作
業
と
し
て

は
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ
く
家

畜
の
と
殺
、
埋
却
、
畜
舎
等
の
消
毒
作

業
を
想
定
し
て
い
る
。
予
防
作
業
に
つ

い
て
は
、
そ
の
作
業
以
外
の
家
畜
伝
染

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
作
業
を
想
定

し
て
お
り
、
例
え
ば
、
通
行
す
る
車
両

の
消
毒
作
業
や
畜
舎
等
の
周
辺
道
路
へ

の
石
灰
散
布
等
、
伝
染
病
予
防
に
必
要

と
な
る
業
務
を
想
定
し
て
い
る
。

問	

改
正
前
の
家
畜
等
に
対
す
る
防
疫
作
業

は
、
1
日
に
つ
き
5
0
0
円
を
支
給
す
る

と
し
て
い
る
。
今
回
の
改
正
で
は
、
感
染

症
等
予
防
作
業
が
1
日
に
つ
き
2
9
0

円
、
そ
し
て
家
畜
等
に
対
す
る
防
疫
作
業

は
1
日
に
つ
き
3
8
0
円
と
改
正
前
の
額

よ
り
も
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

答	

防
疫
作
業
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て

規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
手
当
の
額
に

つ
い
て
国
と
同
額
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
か

け
る
と
市
長
が
認
め
る
作
業
に
職
員
が

従
事
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
支
給
額

に
1
0
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
額

を
加
算
し
た
額
、
す
な
わ
ち
感
染
症
等

で
は
倍
の
5
8
0
円
、
家
畜
等
の
防
疫

で
は
7
6
0
円
と
な
り
、
困
難
な
業
務

に
つ
い
て
は
、
従
来
よ
り
支
給
額
が
多

く
な
る
。（

3
／
10 

総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
38

令
和
7
年
度
一
般
会
計
予
算

会
計
事
務

問	

ｅ
Ｌ
‒
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
※
1
）
導
入
に

よ
り
、
こ
れ
を
活
用
し
た
公
金
の
収
納

は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

答	

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

決
済
、
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
対
応
の
金
融
機
関

窓
口
で
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
支
払
い
手
段
と
支
払
い
可
能
な

金
融
機
関
の
選
択
肢
が
広
が
る
た
め
、

市
内
外
の
住
民
や
事
業
者
の
利
便
性
が

向
上
す
る
。

庁
用
自
動
車
・
機
器
等
管
理
事
務

問	

市
長
車
と
し
て
、
レ
ク
サ
ス
の
最
高
級

に
近
い
車
を
購
入
す
る
理
由
は
。

答	

車
種
の
選
定
は
、
安
全
性
・
快
適
性
・
機

能
性
な
ど
オ
フ
ィ
ス
的
な
用
途
か
ら
判
断

し
た
。こ
の
レ
ク
サ
ス
Ｌ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、

日
本
国
内
に
お
い
て
本
市
の
事
業
所
で
の

み
製
造
さ
れ
て
い
る
車
種
で
あ
り
、
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
的
な
付
加
価
値
を
考
慮
し

た
。

23
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準

及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者

の
資
格
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

24
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

25
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

26
東
三
河
広
域
連
合
規
約
の
変
更

27
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
等
改
修

工
事
（
週
休
2
日
）
請
負
契
約

28
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

29
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

31
市
道
路
線
の
認
定

32
訴
え
の
提
起

指
定
管
理
者
の
指
定

30
伊
良
湖
温
泉
給
湯
施
設
（
一
般
社
団
法
人

渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

33
公
共
駐
車
場
（
田
原
駅
南
公
共
駐
車
場
・

田
原
駅
公
共
駐
輪
場
：
株
式
会
社
あ
つ
ま

る
タ
ウ
ン
田
原
）

34
公
園
及
び
緑
地
（
臨
海
緑
地
：
童
浦
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

35
谷
ノ
口
公
園
（
谷
ノ
口
区
）

令
和
6
年
度
補
正
予
算

36
一
般
会
計
（
第
7
号
）

37
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
1
号
）

令
和
7
年
度
予
算

38
一
般
会
計

39
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

40
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

41
水
道
事
業
会
計

42
下
水
道
事
業
会
計

▪
追
加
議
案

議
案
番
号

議
員
提
出
議
案

議発1
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

※
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

問	
跡
地
利
用
の
検
討
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答	

赤
羽
根
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議

会
等
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
団
体
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ま
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

行
政
情
報
化
推
進
事
業

問	

電
子
申
請
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
導
入

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

答	

24
時
間
3
6
5
日
、
い
つ
で
も
ど
こ
か

ら
で
も
市
役
所
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
行
く
こ
と
な
く
、
必
要
書
類
の

申
請
と
手
数
料
の
支
払
い
を
一
連
の
手

続
き
で
完
了
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
、
申
請
に
か
か
る
手
間
や
負
担
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
る
。

高
齢
者
福
祉
推
進
事
業

問	

難
聴
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
の
補
助
金

の
内
容
は
。

答	

補
聴
器
本
体
の
購
入
に
か
か
る
費
用
の

2
分
の
1
、
上
限
3
万
円
を
助
成
す
る

制
度
で
あ
る
。

問	

対
象
者
の
条
件
は
。

答	

対
象
者
の
条
件
は
４
つ
あ
り
、
一
つ
目

が
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
方
、
二
つ
目
が
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ

ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
方
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
に
至
ら
な
い
方
、

三
つ
目
が
、
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
の
医

師
の
診
断
を
受
け
補
聴
器
が
必
要
と
さ

れ
た
方
、
四
つ
目
が
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
で
あ
る
。

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

問	

認
知
症
・
フ
レ
イ
ル
（
※
２
）
予
防
教

室
に
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。

答	

身
体
機
能
の
総
合
的
な
向
上
を
図
り
、

認
知
症
・
フ
レ
イ
ル
へ
の
進
行
を
遅
ら

せ
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
効

果
を
期
待
し
て
い
る
。

（
3
／
11 

予
算
決
算
委
員
会
）

特
定
不
妊
治
療
等
支
援
事
業

問	

不
育
症
治
療
助
成
制
度
が
活
用
さ
れ
る

た
め
に
は
、
不
育
症
に
対
す
る
市
民
の

理
解
を
得
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
民
へ
の
啓
発
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答	

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
周
知
を
行
う
こ

と
で
、
不
育
症
に
悩
む
夫
婦
が
検
査
や

治
療
を
受
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
周

囲
の
理
解
の
下
、
治
療
が
継
続
で
き
る

よ
う
、不
育
症
に
対
す
る
啓
発
を
行
う
。

誘
致
活
動
事
業

問	

工
場
の
廃
熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
有

効
活
用
す
る
廃
熱
利
用
脱
炭
素
シ
ス
テ

ム
の
農
業
分
野
に
お
け
る
需
要
や
活
用

の
目
途
は
立
っ
て
い
る
の
か
。

答	

農
業
従
事
者
等
と
の
意
見
交
換
の
場
も

設
け
、
実
際
に
活
用
さ
れ
る
事
業
形
態

を
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
事
業
性
を
検

証
し
た
い
。

農
業
経
営
支
援
事
業

問	

ス
マ
ー
ト
農
業
補
助
金
の
予
算
が
増
額

し
た
理
由
は
。

答	

市
内
の
農
機
具
店
等
に
状
況
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
今
後
も
ス
マ
ー
ト
農
業
機

器
の
導
入
に
対
す
る
農
業
者
か
ら
の
相

談
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、

増
額
を
し
た
。

漁
業
者
・
団
体
支
援
事
業

問	
カ
キ
養
殖
を
新
た
に
実
証
実
験
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
カ
キ
に
着
目
し
た
経
緯

は
。

答	

近
年
、
東
三
河
漁
協
青
年
部
に
所
属
す

る
漁
業
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
愛

知
県
と
協
力
し
て
自
生
カ
キ
の
養
殖
実

験
を
開
始
し
て
お
り
、
新
た
な
水
産
資

源
と
し
て
の
可
能
性
が
見
込
め
る
と
判

断
し
た
。（

3
／
12 

予
算
決
算
委
員
会
）

幹
線
道
路
整
備
事
業

問	

上
八
軒
家
井
戸
沢
線
は
衣
笠
小
学
校
の

通
学
路
で
あ
る
。
工
事
期
間
中
は
通
行

規
制
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

通
学
路
の
安
全
確
保
や
車
両
の
円
滑
な

通
行
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答	

片
側
交
互
通
行
を
採
用
す
る
ほ
か
、
交

通
誘
導
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
確
保
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
仮
歩
道
を
設
け
、
小
学
校
と

連
携
し
て
通
学
の
注
意
点
を
児
童
へ
事

前
に
周
知
す
る
こ
と
で
、
安
全
確
保
を

図
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

問	

中
山
線
の
デ
マ
ン
ド
運
行
（
※
3
）
の

実
証
実
験
開
始
ま
で
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答	

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、事
前
周
知
、

バ
ス
停
の
設
置
を
行
い
、
10
月
1
日
か

ら
実
証
実
験
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。
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消
防
通
信
施
設
整
備
事
業

問	
現
在
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
消
防
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
行
政
専
用
回
線
を

結
合
し
、
相
互
ア
ク
セ
ス
を
実
現
さ
せ

て
業
務
効
率
を
向
上
さ
せ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
業
務
の
負
荷
が
ど
の
程
度
、
低

減
す
る
見
込
み
な
の
か
。

答	

各
種
デ
ー
タ
の
一
元
集
約
や
電
子
決
済

化
に
よ
る
決
済
時
間
の
短
縮
な
ど
、
業

務
効
率
の
向
上
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
り
、
年

間
約
9
千
枚
の
コ
ピ
ー
紙
の
削
減
と
な

る
。

防
災
意
識
啓
発
事
業

問	

愛
知
県
と
共
催
で
実
施
す
る
総
合
防
災

訓
練
に
お
い
て
、
本
市
な
ら
で
は
の
特

色
の
あ
る
訓
練
は
何
か
考
え
て
い
る
の

か
。

答	

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
に
、

渥
美
半
島
に
お
い
て
も
道
路
が
寸
断
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
孤
立
地
域
の
発

生
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
た
訓
練

を
考
え
て
い
る
。

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

問	

本
市
の
教
育
支
援
ル
ー
ム
で
は
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答	

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
使
用
で
き
る
環
境

を
整
え
た
り
、校
外
学
習
を
行
う
な
ど
、

一
人
一
人
が
自
分
の
興
味
関
心
に
基
づ

い
た
学
習
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
人
と
の
関
わ
り
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
グ
ル
ー

プ
や
全
員
で
活
動
す
る
場
面
を
設
け
、

児
童
生
徒
が
無
理
な
く
参
加
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
。

高
等
学
校
等
生
徒
支
援
事
業

問	

市
内
の
高
等
学
校
等
へ
通
学
す
る
生
徒

の
バ
ス
の
通
学
定
期
へ
の
助
成
を
、
3

割
か
ら
5
割
に
拡
充
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
拡
充
の
経
緯
は
。

答	

物
価
高
騰
の
中
、
子
育
て
世
帯
の
さ
ら

な
る
支
援
を
考
え
、
バ
ス
の
通
学
定
期

券
の
助
成
を
5
割
に
拡
充
す
る
も
の
で

あ
る
。

小
学
校
管
理
運
営
事
業

問	

旧
伊
良
湖
岬
小
学
校
の
解
体
工
事
後
に

跡
地
と
し
て
利
用
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
部

分
に
つ
い
て
、
安
全
面
に
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答	

解
体
後
の
校
舎
部
分
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
部

分
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し

て
仕
切
る
予
定
で
あ
り
、
安
全
面
に
配

慮
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

学
校
給
食
運
営
事
業

問	

小
中
学
校
の
給
食
費
補
助
が
、
こ
れ
ま

で
の
食
材
高
騰
分
か
ら
半
額
補
助
に
拡

充
さ
れ
た
が
、
半
額
支
援
と
し
た
経
緯

は
。

答	

物
価
高
騰
の
中
、
よ
り
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
の
一
層
の
整
備
を
図
る
べ

く
、
支
援
の
割
合
や
近
隣
市
の
状
況
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
検
討
し
、
給
食

費
全
体
の
半
分
と
い
う
手
厚
い
支
援
に

拡
充
し
た
。

（
3
／
13 

予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
42

下
水
道
事
業
会
計
予
算

農
業
集
落
排
水
施
設
等
維
持
管
理

問	

農
業
集
落
排
水
の
汚
泥
処
理
委
託
に
つ

い
て
、
新
予
算
で
何
が
変
更
に
な
る
の

か
。

答	

濃
縮
汚
泥
の
状
態
で
農
地
還
元
を
実
施

し
て
い
る
地
区
に
つ
い
て
、
汚
泥
の
減

量
等
を
図
る
た
め
、
脱
水
処
理
を
実
施

す
る
業
務
を
追
加
し
て
い
る
。

問	
環
境
整
備
委
託
に
つ
い
て
、
新
予
算
で

何
が
変
更
に
な
る
の
か
。

答	

各
処
理
組
合
に
委
託
し
て
い
る
草
刈
り

作
業
に
つ
い
て
、
人
員
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
委
託
し
、
組

合
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

（
3
／
14 

予
算
決
算
委
員
会
）

▽
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め

る
陳
情
書

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

※
陳
情
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た

※
１　
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

地
方
税
の
納
付
書
に
付
さ
れ
る
統
一
規
格
の

二
次
元
コ
ー
ド
。

※
2　
フ
レ
イ
ル

加
齢
に
よ
り
心
身
の
機
能
が
低
下
し
た
状

態
。
健
康
と
要
介
護
の
中
間
を
意
味
す
る
。

※
3　
デ
マ
ン
ド
運
行

利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る
交
通
方

式
。
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10田原市議会だより 第98号（2025年4月）

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

問 	「こどもを育み、活力ある未来を創る」予算とし
た考え方は。

答 	 人口減少対策を推進するとともに、次世代を担う
子どもたちが夢や希望を持てる、誇りに思えるよ
うな、活力あるまちを創っていきたいという考え
で予算を編成した。

問 	 今後も大型事業が見込まれているが、歳入確保の
取り組みを含めた財政見通しは。

答 	 歳入面では、各種基金の活用や市債の借り入れ、
国や県の補助制度の積極的な活用を図っていく。
また、歳出の面では、事業の最適化や、DXの取
り組みによる業務の効率化で支出を抑制し、財源
確保に取り組んでいく。

問 	 今後のシティセールス推進について、どのように
考えているのか。

答 	 花を代表とする農産物やアウトドアスポーツ、伊
良湖岬をはじめとする景勝地など、本市の誇る地
域資源を官民連携で情報発信することで、知名度、
認知度の向上を図る。

令和７年度施政方針について
問 	 幹線道路をはじめとした道路交通インフラの機能
強化を、どのように考えているか。

答 	 渥美半島道路をはじめとする市内の幹線道路の現
状と課題を再整理するとともに、半島先端の防災
活動拠点の在り方も含め、今後必要な道路交通イ
ンフラについて、市の立場からも積極的に検討し、
国や愛知県と緊密に連携しながら、着実に取り組
みを進めていく。

自由民主党田原市議団
鈴
すず

木
き

  和
かず

基
もと

小
お

川
がわ

  金
きん

一
いち

内
ない

藤
とう

  浩
ひろし

村
むら

上
かみ

  誠
まこと

山
やま

上
かみ

  勝
かつ

由
よし

真
ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

古
ふる

川
かわ

  美
み

栄
さか

岡
おか

本
もと

  禎
さだ

稔
あき

小
お

川
がわ

  貴
たか

夫
お

古
ふる

川
かわ

  幸
ゆき

宏
ひろ

中
なか

野
の

  哲
あき

伸
のぶ

内
ない

藤
とう

  喜
き

久
く

枝
え

中
なか

神
がみ

  靖
やす

典
のり

市民クラブ

柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

平
ひら

松
まつ

  昭
あき

徳
のり

公明党田原市議団

辻
つじ

  史
ふみ

子
こ

国民民主党田原市議団

中
なか

村
むら

  健
けん

太
た

郎
ろう

青嵐会

岡
おか

本
もと

  重
しげ

明
あき

子どもたちが夢や希望を持てるまちを創るための予算

「こどもを育み、活力ある未来を創る」
予算とは

代表質問

令和７年４月１日付で「自由民主党田原市議団」から「新政
田原自民クラブ」に所属が変更になりました。

ここが聞きたい

一般質問
一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに市
の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。
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問 	 子育て支援の取り組みの方向性は。
答 	 将来を担う子どもや子育て世帯を積極的に応援す

るため、子どものライフスタイルに応じた伴走型
の相談支援に加え、子育て世帯の経済的負担の軽
減や保育サービスのさらなる充実など、子育て支
援により一層力を入れていく。

問 	 地域産業の振興について、今後の考えや取り組みは。
答 	 田原公共埠

ふ

頭
とう

では、マイナス10メートル耐震強化
岸壁の整備が進められている。これにより、船舶
の大型化による長距離輸送や大量輸送、モーダル
シフト（※）の進展が期待され、地域産業の活性
化はもとより、災害時における緊急物資の輸送拠
点としても重要な役割を果たすものと考えてお
り、公共埠

ふ

頭
とう

の効果的な利活用について、しっか
りと検討していく。

問 	 たはらゼロカーボンシティの実現に向けた今後の
取り組みは。

答 	 水素やアンモニアなどの次世代エネルギーについ
て、中部圏水素・アンモニア社会実装会議への参
画等を通じ、需要創出や利活用促進、普及啓発な
ど、社会実装の実現に向けた具体的な取り組みを
検討していく。今後も引き続き、行政が率先して
脱炭素に取り組むとともに、市民や事業者と連携
し、本市のカーボンニュートラルの実現に向けて、
地域が一丸となって取り組んでいく。

令和７年度施政方針の重点施策について

市民や事業者と連携し、一丸となって取り組む

たはらゼロカーボンシティの実現に向けた
取り組みは

代表質問

※モーダルシフト
トラック等の自動車で行われている貨物輸送を環境負荷
の小さい鉄道や船舶の利用へと転換すること。

動画へ
GO

市民クラブ
柳
やなぎ

元
もと

  浩
ひろ

幸
ゆき

代表質問 P 10 自由民主党田原市議団　鈴
すず

木
き

　和
かず

基
もと

　令和7年度施政方針について
P 11 市民クラブ　　　　　　柳

やなぎもと

元　浩
ひろ

幸
ゆき

　令和7年度施政方針の重点施策について
個人質問 P 12 真

ま

野
の

　尚
ひさ

功
かつ

デジタル技術を活用した市内商工業者等への支援の取り組みについて
資金の管理運用について

P 12 辻
つじ

　　史
ふみ

子
こ

大規模災害時の備えについて
がん患者アピアランスケア支援事業（エピテーゼ）について
安心して搾乳できる環境づくりについて

P 13 山
やま

上
かみ

　勝
かつ

由
よし

子育て世代の定住・移住施策について
P 14 内

ない

藤
とう

喜
き

久
く

枝
え

公立保育園における児童の受け入れ対策について
P 14 中

なか

野
の

　哲
あき

伸
のぶ

小中学校の今後の在り方について
P 15 小

お

川
がわ

　貴
たか

夫
お

渥美地域の市民サービスの在り方について
P 16 中

なか

村
むら

健
けん

太
た

郎
ろう

消防団の訓練について
道路の維持管理について

P 16 古
ふる

川
かわ

　幸
ゆき

宏
ひろ

上下水道事業の運営について
P 17 小

お

川
がわ

　金
きん

一
いち

非核・平和都市宣言の田原市の施策と取り組みについて
P 18 岡

おか

本
もと

　重
しげ

明
あき

「住み続けたいまちづくり」について

一般質問
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

大
規
模
災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

問	

国
は
、
避
難
者
が
尊
厳
あ
る
生
活
を
営
め
る
最
低
基
準
を
示
す

ス
フ
ィ
ア
基
準
を
踏
ま
え
、
自
治
体
向
け
の
避
難
所
に
関
す
る

取
り
組
み
指
針
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し
、
ト
イ
レ
の
確
保
・

管
理
、
食
事
の
質
の
確
保
、
生
活
空
間
の
確
保
等
、
各
項
目
の

内
容
を
改
め
て
い
る
。
避
難
所
の
環
境
改
善
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
は
。

答	

直
ち
に
対
応
す
る
こ
と
は
厳
し
い
が
、
可
能
な
限
り
早
期
に
基

準
を
満
た
す
避
難
所
運
営
が
行
え
る
よ
う
努
め
る
。

問	

国
は
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
、
ラ
ン
ド
リ
ー
カ
ー
等
を
迅
速
に
提
供
す
る
た
め

の
事
前
登
録
制
度
の
創
設
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
検
討
し
て
い

る
が
、
市
の
考
え
は
。

答	

国
か
ら
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
た
ら
、
活
用
を
検
討
す
る
。

問 	 デジタル技術を活用した市内商工業者等への支援
の取り組みは。

答 	 代表的な取り組みとして、デジタルプレミアム付
商品券事業を行っている。本事業では市内外1万3
千人を超える方が商品券を購入した。

問 	 デジタルプレミアム付商品券事業の成果は。
答 	 商品券の換金事務の手間が大きく軽減された。ま

た、購入対象者を市外に拡大したことで、観光消
費の拡大にもつながった。

問 	 さらなるキャッシュレス決済推進への見解は。
答 	 事業者に合ったキャッシュレス決済の導入を進め

ていくことが重要である。

問 	 キャッシュレス決済推進のため、有効な支援であ
るデジタル地域通貨の導入についての見解は。

答 	 現在はデジタル地域通貨を導入するための検討段
階であり、関係者と連携し、検討していくことが
必要である。

問 	 今年度の基金についての管理運用状況は。
答 	 財政調整基金は償還期間20年の愛知県債を1億円

購入したほか、大口定期預金での預け入れ、その
他の基金についても大口定期預金に預け入れてい
る。

問 	 財政調整基金は全額を債権購入には充てられない
が、引き続き債券購入を進めていく場合の方法は。

答 	 複数の基金を一括で管理することで原資を確保
し、運用する方法が考えられる。

問 	 資金の運用方法を検討
するため、資金管理運
用委員会を定期的に開
催する考えは。

答 	 情報共有を図るために
も、定期的に開催する
ことが望ましいと考え
る。

デジタル技術を活用した市内
商工業者等への支援の取り組みについて

関係者と連携し、検討していくことが必要である

デジタル地域通貨の導入についての見解は

自由民主党田原市議団
真

ま

野
の

  尚
ひさ

功
かつ

資金の管理運用について

市
民
の
ニ
ー
ズ
や
県
な
ど
の
動
向
を
注
視
し

研
究
す
る

頭
頚
部
の
エ
ピ
テ
ー
ゼ
に
対
し

購
入
支
援
の
拡
充
の
考
え
は

たはらプレミア
ム付デジタル商

品券 2024

公明党田原市議団
辻
つじ

  史
ふみ

子
こ
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が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
事
業

（
エ
ピ
テ
ー
ゼ
（
※
））
に
つ
い
て

問	

が
ん
患
者
に
と
っ
て
エ
ピ
テ
ー
ゼ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
頭
頚
部
の
エ
ピ
テ
ー
ゼ
に
対
し
、
購
入
支
援

を
拡
充
し
て
い
く
考
え
は
。

答	

市
民
ニ
ー
ズ
や
県
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
研
究
し
て
い
く
。

安
心
し
て
搾
乳
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

問	

安
心
し
て
搾
乳
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
は
、
周
囲
へ
の
理
解
周

知
を
し
、
社
会
認
知
を
変
え
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
民
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

答	

授
乳
室
を
備
え
た
市
内
の
公
共
施
設
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
お
り
、
市
役
所
に
は
既
に
搾
乳
に
も

利
用
で
き
る
旨
を
表
示
し
て
い
る
。
今
後
は
他
の
公
共
施
設
へ

の
表
示
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
の
授
乳
室
を
備
え
た
施
設

に
も
表
示
し
て
も
ら
う
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
く
。
併
せ
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
に
努
め
る
。

※
エ
ピ
テ
ー
ゼ

身
体
の
外
表
の
欠
陥
に
伴
う
外
見
の
変
化
を
補
う
た
め
の
医
療
用
具
。

問 	 定住・移住につながる子育てに関する取り組みは
どのような効果があったのか。

答 	 アンケート調査の結果、6年前と比較して満足度
が2倍となり、子育てに関する環境や支援が充実
し、魅力向上に効果があった。

問 	 ふるさと教育が定住・移住につながる効果は。
答 	 この地域で暮らしていきたい気持ちを醸成し、長

期的な視点で定住・移住につながる効果があると
考える。

問 	 本市の定住・移住につながる住宅施策の取り組みは。
答 	 宅地や住宅の供給に加え、45歳以下の若者・子育

て世代を対象に、田原市定住・移住促進奨励金制
度を設けている。

問 	 定住・移住促進奨励金を平成28年度から交付して
きて、どの程度効果があったのか。

答 	 これまでに1,200件以上支援を行い、このうち義
務教育終了前の子が同居する方が約8割を占めて
おり、多くの子育て世代の市内定住につながって
いる。

問 	 多くの子育て世代の定住・移住につながる魅力あ
る賃貸集合住宅の取り組みは。

答 	 若者世帯の居住支援を目的に整備した築出住宅に
より、市内での定住・移住につながる一定の成果
が上がっている。また、田原市街地内で新たな賃
貸集合住宅整備等の可能性について、調査等を
行っている。

問 	 住宅施策に係る既存の取り組みの見直しや、新た
な取り組みの検討は。

答 	 令和7年度に田原市住生活基本計画の改定を予定
しており、先進事例も参考にして住宅施策の方向
性を検討していく。

問 	 定住・移住施策の効果的な周知を進めるための今
後の取り組みは。

答 	 全国の先進事例も参考にしつつ、移住者にとって
分かりやすく、興味を引くことができる情報発信
に努める。

子育て世代の定住・移住施策について

宅地や住宅の供給に加え、田原市定住・移住促進奨励金制度を
設けている

本市の定住・移住につながる住宅施策の
取り組みは
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

小
中
学
校
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て

問	

本
市
の
少
子
化
等
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
た
小
中
学
校
の
今
後

の
学
校
配
置
の
在
り
方
は
。

答	

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
改
め
て
方
向
性
を
検
討
す
る
時

期
に
来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
早
急
に
統
合
・
再

編
案
を
示
し
進
め
る
の
で
は
な
く
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問	

本
市
に
お
け
る
小
中
学
校
の
教
員
の
今
後
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答	

勤
務
時
間
以
外
の
業
務
を
行
う
時
間
外
在
校
等
時
間
を
月
45
時

間
以
内
に
抑
え
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
目
標
が

達
成
で
き
た
教
員
の
割
合
は
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
、
令
和
4

年
度
は
69
・
3
％
、
令
和
5
年
度
は
72
・
5
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
は
、
時
間
外
在
校
等
時
間
の
縮
減
を
目
指
す

と
い
う
教
員
自
身
の
意
識
改
革
、
職
場
環
境
の
整
備
、
部
活
動

改
革
、
業
務
改
善
の
推
進
、
外
部
人
材
の
活
用
等
を
進
め
る
と

と
も
に
、
本
年
度
、
福
江
中
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
教
員
の

勤
務
実
態
把
握
・
分
析
事
業
の
成
果
等
を
参
考
に
し
、
働
き
方

改
革
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
さ
れ
て
い
る
、
2
0
2
6
年
度
末
ま

問 	 令和7年度の公立保育園における児童の受け入れ
状況は。

答 	 3歳未満児の申し込みが増えたことにより、一部
の保育園で配置基準に対して保育士が不足し、令
和7年4月時点で5人の受け入れが困難となった。

問 	 保育士の配置を多く必要とする3歳未満児の申し
込みが増えたとのことだが、その要因を市はどの
ように分析しているのか。

答 	 就労されている保護者や早期職場復帰の希望者の
増加および保育料の無償化に伴う早期入所希望の
増加が要因と考えている。

問 	 どこの保育園にも入れなかった場合、保護者に対
して市はどのように対応しているのか。

答 	 家庭での保育が基本であるため、育児休業の延長
対応のお願いと併せ、一時預かり事業、子育て施
設の利用案内、民間事業者の一時預かりサービス
の案内などを行っている。

問 	 保育士の離職を防ぐために、市はどのように取り
組んでいるのか。

答 	 人材の定着に向けた働きやすい職場環境づくり
や、業務の効率化などに取り組んでいる。

問 	 保育園の適正化は、子どもにとってどのようなメ
リットがあると捉えているのか。

答 	 一定の集団保育規模の確保および年齢ごとのクラ
ス編成で、子どもの発達段階に応じてより効果的
な保育を提供でき、集団生活の中で社会性や協調
性、人と関わる力など、生きる力の基礎を培うこ
とができるというメリットがあると考えている。

問 	 公立保育園の適正化のスケジュールは。
答 	 当初スケジュールの前倒しや計画の見直しを行う

など、柔軟に対応していく必要がある。

公立保育園における児童の受け入れ対策について

一部の園で保育士が不足し、令和７年４月時点で５人の
受け入れが困難になった

令和７年度の公立保育園における児童の
受け入れ状況は
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で
に
1
カ
月
の
時
間
外
在
校
等
時
間
45
時
間
超
の
教
員
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問	

次
期
計
画
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
保
護
者
や
地
域
へ
の
情

報
を
提
供
す
る
内
容
お
よ
び
意
見
交
換
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
考
え
方
は
。

答	

次
期
計
画
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、令
和
7
年
度
早
々

か
ら
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
、

年
度
末
を
目
途
に
計
画
の
基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
整
理
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
保
護
者
や
地
域
へ
の
情
報
提
供

お
よ
び
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
、
市
全
体
や
地
域
ご
と
の
少
子

化
の
将
来
数
値
や
国
の
示
す
学
校
規
模
の
標
準
的
な
基
準
等
の

情
報
を
示
す
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
小
中
学
校
の
果
た
し

て
き
た
役
割
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
小
中
学
校
の
学

校
配
置
の
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

令
和
７
年
４
月
１
日
付
で
「
自
由
民
主
党
田
原
市
議
団
」
か
ら
「
空
の
ひ
ば

り
会
」
に
所
属
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

問 	 要望が多様化する中で、市民サービスを維持する
ための取り組みは。

答 	 窓口業務の工夫や道路維持管理におけるバックホ
ウなどの機器導入などによる効率的な事業運営
と、地域との連携協力により市民サービスの維持
に取り組んでいる。

問 	 道路班の人数を増員する考えは。
答 	 現状の体制で、維持管理課と調整しながら作業効

率の向上に努めていく。

問 	 ICT活用においては、機械に不慣れな方もいるた
め、支所等に対応職員を配置しては。

答 	 ICTを活用した窓口について、必要に応じて検討
していく。

問 	 渥美地域の市民サービスについて、農業者や漁協、
観光事業者等に意見を聞いては。

答 	 関係団体や市の関係部署の意見を聞きながら、窓
口の取り扱い状況を踏まえて、職員配置の必要性
について検討していく。

問 	 多世代交流施設へあつみライフランドを機能移転
した場合の人員配置は。

答 	 事務職員、保健師、家庭相談員、その他必要な職
員の配置を想定している。

問 	 すくっとに配置されている子育てコンシェルジュ
を多世代交流施設に配置する考えは。

答 	 現在、あつみライフランドに子育てコンシェル
ジュは配置されていないが、すくっとから定期的
に来て事業を実施している。移転後も同様の体制
を想定しているが、さらなる需要があれば検討し
ていく。

問 	 あつみライフランドには無料巡回バスがあるが、
多世代交流施設への利用者の移動手段は。

答 	 あつみライフランド巡回バスは特例的に運行して
いるもので、他の公共交通と競合する点や、他の
子育て施設や福祉施設との関係もあるため、今後、
調整していく。

渥美地域の市民サービスの在り方について

関係団体などの声を聞きながら、窓口の取り扱い状況を踏まえ、
職員配置の必要性を検討していく

渥美地域の市民サービスについて、農業者
や漁協等の関係団体に意見を聞いては
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動画へ
GO

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

上
下
水
道
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

問	

水
道
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
※
）
の
検
査
、
検
出
状
況
は
。

答	

法
令
に
定
め
の
あ
る
水
質
基
準
等
に
基
づ
き
、
毎
年
度
水
質
検

査
計
画
を
策
定
し
、
水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
の
水

道
水
の
大
部
分
を
占
め
る
県
営
水
道
で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
は
な
く
、
自
己
水
源
に
お
い
て
は
暫
定
目
標
値
を
下

回
っ
て
い
る
。

問	

県
営
水
道
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答	

県
営
水
道
で
は
、
令
和
6
年
度
以
降
、
毎
月
、
浄
水
場
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
監
視
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
県
の
浄
水
場
に
は
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
除
去
に
有
効
と
さ
れ
る
活
性
炭
処
理
設
備
が
あ
り
、
安
全

な
水
道
水
が
供
給
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問	

自
己
水
源
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
暫
定
目
標
値
を
上
回
っ
て
検
出
さ
れ

た
場
合
の
対
応
は
。

答	

仕
切
弁
の
操
作
に
よ
っ
て
配
水
管
か
ら
切
り
離
し
、
県
水
の
み

の
配
水
と
す
る
こ
と
で
安
全
性
を
確
保
す
る
。

問 	 新たな訓練を1年間実施した評価は。
答 	 参加人数の限られる全体での研修から各分団単位

の研修に変更したことで、より多くの消防団員が
参加でき、以前と比べ、より多くの消防団員へ知
識や技術の共有が図られた。また、消防本部から
さまざまな実災害を想定した訓練指導を受ける機
会も増えたことで、消防職員との関係強化にもつ
ながったと感じている。

問 	 今後も分団研修を充実させていくために、分団研
修を行う上で何が重要になると考えているのか。

答 	 今後の分団研修においては、各分団における主体
性および安全管理体制の充実の2点が重要と捉え
ている。

問 	 道路の点検状況は。
答 	 週3回道路パトロール員による巡回監視のほか、

ドライブレコーダーを用いた道路点検ＡＩシステ
ムを導入し、市域全体の道路の損傷状況を把握し
ている。

問 	 ＩＴ技術等を活用した今後の道路維持管理の考え
は。

答 	 技術の進歩により道路の維持管理を効率的に行う
ことができるようになるため、引き続き情報収集
に努め、必要性に応じて導入を検討していく。

問 	 公式ＬＩＮＥを活用した住民参加型の道路損傷箇
所通報システムを、本市でも取り入れる考えがあ
るのか。

答 	 国土交通省により、道路緊急ダイヤルのＬＩＮＥ
アプリ版が導入され、全国で利用可能となった。
これにより、市民が本市の道路で発見したポット
ホールや段差、落下物などの情報を写真や位置情
報と併せ、通報することができるようになってい
るため、今後はこのシステムをしっかりＰＲし、
利用拡大を図っていく。

消防団の訓練について

各分団における主体性および安全管理体制の充実が重要と
捉えている

分団研修を行う上で何が重要になると
考えているのか
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問	

埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
に
伴
い
、
全
国
的
な
緊
急
点

検
が
実
施
さ
れ
た
が
、
本
市
で
の
調
査
内
容
や
調
査
結
果
は
。

答	

国
土
交
通
省
か
ら
緊
急
点
検
の
指
示
が
あ
っ
た
が
、
本
市
で
は
、

対
象
施
設
と
な
る
内
径
2
メ
ー
ト
ル
以
上
の
管
路
を
保
有
し
て

い
な
い
た
め
、
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
市
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
、
国
道
、
県
道
等
で
目
視
に
よ
る
緊
急
点
検
を

実
施
し
た
が
、
早
急
に
補
修
が
必
要
な
箇
所
は
な
か
っ
た
。

問	

定
期
点
検
の
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に
集
積
し
、
異
常
傾
向

を
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答	

点
検
の
結
果
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
調
査
に
必
要
と
考

え
る
た
め
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
一
種
。
自
然
界
で
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
環
境

中
に
蓄
積
さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、
風
や
水
な
ど
に
乗
っ
て
長
距
離
を
移
動

す
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
た
め
、
国
内
で
規
制
や
リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問 	 田原市の代表的な戦争遺跡の一つである渥美線電
車機銃掃射について、看板設置を検討するつもり
はないか。

答 	 豊橋鉄道などの関係機関と看板設置に向けて話し
合う機会を設けていきたいと考えている。

問 	 空襲体験を風化させないためにも市が中心とな
り、豊橋鉄道や成章高校に呼びかけ、追悼行事を
開いたらどうか。

答 	 渥美線電車機銃掃射に関しては、この史実を風化
させないための取り組みを、関係者の意見を伺い
ながら検討していく。

問 	 平和意識の啓発のためには、戦中戦後のさまざま
な資料等を市が適切に保存していくことが必要だ
と思うが、市の考えは。

答 	 図書館で行っているデジタルアーカイブのよう
に、デジタルデータとして保存することにより、
いつでも誰でも視聴できる資料として活用できる
ようにしていきたいと考えている。

問 	 空襲体験を語り継ぐ団体が、市内の一部の学校に
出前授業を行っている。平和教育を進めていく上
で、このような団体の活動を広げることも重要だ
と思うが、教育委員会の考えは。

答 	 空襲体験を語り継ぐ団体の皆さまから直接話を聞
くことは、平和教育を進める上で有効であるため、
校長会議や教頭会議のような場を活用して、活動
の周知を図っていきたいと考えている。

非核・平和都市宣言の田原市の施策と取り組みについて

看板設置に向けて話し合う機会を設けたい

渥美線電車機銃掃射について看板設置の
検討は

動画へ
GO
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※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 市内の公立園・民間園の保育方針や特色など、良
い保育内容を他の園でもフィードバックできるよ
うな手だてはないのか。

答 	 各園の保育方針に基づき、さまざまな取り組みを
行っている。良い保育内容は合同園長会議で情報
交換を行ったり、保育向上に関する研修や公開保
育を実施し、横展開している。

問 	 ふるさと教育の課題である講師の確保は、地域の
高齢者との交流で解決されると考えているが、学
校と高齢者の相互にとってよりプラスとなるよう
な交流にする必要がある。そこで、地域の高齢者
との交流において、今後の取り組みは。

答 	 教育委員会としても、相互にとってよりプラスと
なる交流の重要性は認識しているため、今後、関
係部署と連携して地域の高齢者との交流を広める
とともに、各学校でも取り組みがなされるよう支
援していく。

問 	 地域医療の充実において、施策が実施されること
で、住み続けたいまちづくりにどのように作用す
るのか。

答 	 本市では、市医師会が運営する休日、平日夜間の
在宅当番体制の維持の支援や、医療従事者の確保
および高度医療機器の購入支援等を通じて、公的
病院が地域医療の要の病院として必要な医療が提
供できるよう、診療科目数の維持を図っている。
さらに、限られた医療資源を補完するため、市医
師会と公的病院では、例えば、地域の診療所と病
院の連携により、包括的で一貫性のある医療を提
供する病診連携を推進している。その例として、
病院の高度医療機器を事前登録した診療所医師が
使用する医療機器の共同利用では、診療所医師が
病院の高度医療機器を必要なときに使用できるた
め、診療への検査データの迅速な活用を可能とし
ている。これら行政、市医師会、公的病院が連携
して施策を実施することで市内の医療体制を確保
し、市民が必要とするときに適切な医療が受けら
れる体制づくりを目指すことで、住み続けたいま
ちづくりに作用するものと考えている。

「住み続けたいまちづくり」について

市民が必要とするときに適切な医療を受けられる体制づくりを
目指すことで、住み続けたいまちづくりに作用すると考えている

地域医療の充実において、施策が実施されることで、
住み続けたいまちづくりにどのように作用するのか
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https://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

議会ホームページで本会議（一般質問）の
映像を見ることができます

パソコン・スマートフォン・タブレット端末で本会
議（一般質問）の映像を見ることができます。

①下の二次元コードかアドレス
からアクセス
②視聴したい定例会、日程、議員
を選択

利用方法

https://machiiro.town/lq/aichi_tahara

スマートフォンで議会だよりが読めます
無料アプリ「マチイロ」で「議会だより」をスマー

トフォンでご覧になれます。
簡単な設定を行えば、

議会だよりの発行に合わせ
て通知が届き、移動中など
ちょっとした空き時間にご
覧になれます。ぜひ、ご利用ください。

①下の二次元コードかアドレスからアクセス
②「マチイロ」をダウンロード
③個人設定→お住まいの地域を「田原市」に設定

利用
方法
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令和6年　議会活動状況の報告　　

（令和６年１月１日～令和６年１２月３１日）
※詳しくはホームページでご覧いただけます。

会派の構成
令和７年４月１日より、会派の構成が次のようになりました。

会派名 所属議員数 会派名 所属議員数 会派名 所属議員数

自由民主党田原市議団 ６ 新政田原自民クラブ ６ 市民クラブ ２

公明党田原市議団 １ 青嵐会 １ 国民民主党田原市議団 １

空のひばり会 １

本
会
議

定 例 会 ４回　（会期日数　７９日、会議日数　１６日）

臨 時 会 １回　（会期日数　　１日、会議日数　　１日）

一 般 質 問
代表質問：延べ日数　　１日、延べ人数　　２人

個人質問：延べ日数　　８日、延べ人数　３８人

議 会 運 営 委 員 会 １０回 同協議会	 １１回

総 務 産 業 委 員 会 　４回　（付託議案件数　３０件）　　　 同協議会	 ５回

文 教 厚 生 委 員 会 　４回　（付託議案件数　２５件）　 同協議会	 ５回

予 算 決 算 委 員 会 　９回　（付託議案件数　１８件） 行政評価勉強会	 ２回

広 報 広 聴 委 員 会 	　８回 編集会議	 ７回 同協議会	 １１回

全 員 協 議 会 	　２回

行 政 視 察

総務産業委員会（９人）　　７月８日～７月１０日
福井県越前市　　「農協改革の影響について」ほか3件

文教厚生委員会（９人）　　７月３日～７月５日
栃木県佐野市　　「部活動の地域移行について」ほか3件

議会運営委員会（８人）　１０月３１日～１１月１日
茨城県取手市	 「ICTを活用した議会改革の取り組みについて」ほか1件

広報広聴委員会（８人）　　７月１８日～７月１９日
神奈川県相模原市	「議会活動の情報発信について」ほか1件

市 内 ・ 市 外 視 察 ２回（総務産業委員会１回、文教厚生委員会１回）

議 員 研 修 会

東三河市町村議会議員・議会事務局職員合同研修会
　７月２５日「〜自分も相手も大切にする〜ハラスメント防止」
議員研修会　
　８月　５日「地方議会におけるEBPMの推進について」

議員とたはらトーク ４月２３日　若戸市民館、４月２４日　神戸市民館
４月２５日　清田市民館、８月１７日　赤羽根図書館
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開催します
令和７年第１回定例会の議会報告会および意見交換会を行います。
どなたでも参加できますので、気軽にお申し込みください。

■実施方法：	初めに議会報告を行います。その後、グループに分かれて、
	 テーマについて意見交換を行います。
■申込・問合せ先：田原市議会事務局
　　　　　　　　　☎ 0531-23-3533　   gikai@city.tahara.aichi.jp

行政視察報告

議会運営委員会
（10月31日～11月1日）

【視察テーマ・視察先】
・	「ＩＣＴを活用した議会改革の取り組みについて」
	（茨城県取手市）
・	「議会改革の取り組み（委員会年間活動計画、市民
参加等）について」（埼玉県戸田市）

【参考になった点・所感】
・	議会活動のあらゆる場面でＩＣＴを活用し、事務

の効率化や経費の削減を実施している。行政面積
の広い本市にとっては、特に有益なものと感じた。

（取手市）
・	年間活動計画やその成果を公表し、議会活動の「見

える化」を図っている。市民に議会活動を理解し
てもらうためにも有効な取り組みと感じた。

	（戸田市）

日　　時	：	 令和７年４月２４日（木）１９：００〜20：30
会　　場	：	 田原文化広場　２０１会議室・２０２会議室
定　　員	：	 ３０人（先着順）
申込方法	：	 ４月２１日（月）までに電話またはメールで議会事務局まで

お申し込みください。（お名前、連絡先）
意見交換会テーマ：	 １、子育て・教育環境について
	 	 	 ２、日常生活の移動手段について
	 	 	 ３、まちなかの賑わいづくりについて
	 	 	 ※　その他自由なテーマ
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お知らせ　information

日 月 火 水 木 金 土
6/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

本会議
(議案審議)

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会

議会運営委員会 本会議
（採決等）

開会時刻は10時です。（6月19日の総務産業委員会は13時30分からです。）
※日程および時間は、変更になる場合があります。

マークの日に、一般質問の映像をケーブルテレビ・インターネットで中継していますので、ぜひご覧ください。
本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。

令和７年第２回定例会（６月定例会）会期
６月12日 ( 木 ) ～６月 26日 ( 木 )

1月27日
第32回三遠南信サミット2025
in東三河

1月15日
田原市自衛隊協力会の見学

1月22日
高知県土佐市議会行政視察受け入れ

陸の孤島となることを想定した防災訓練
における応急架橋訓練の事前訓練を見学
しました。

1月11日
田原市消防出初・観閲式

地域の消防・防災活動の中心として、昼
夜を問わず活動していただいている消防
職員、消防団員を激励しました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

1月15日
鳥羽市議会･田原市議会議員交流会

LaSeaや伊良湖温泉自動販売機、道の駅
伊良湖クリスタルポルトを視察するな
ど、鳥羽市議会と交流を深めました。

1月22日
渥美半島道路国土交通省本省要望

「地域の強靭化を考える～連携の再確認
～」をテーマに開催された三遠南信サ
ミットに参加しました。

高知県土佐市議会が、本市の議会図書室
の取り組みと議会だよりの作成について
視察しました。

議長が市長と共に、渥美半島道路の早期
実現などを国土交通省に要望しました。
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※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん

22

Vol.45

堀
切
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

の
皆
さ
ん

｜
｜

活
動
の
き
っ
か
け
は
。

　
平
成
30
年
に
自
治
会
か
ら
引
き
継
い
だ
花
壇
の
管
理
を
す
る
た

め
、
5
～
6
人
で
立
ち
上
げ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
メ
ン
バ
ー

の
数
は
、
今
で
は
二
十
数
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜

活
動
内
容
は
。

　
3
年
ほ
ど
は
田
原
市
の
奨
励
花
壇
の
管
理
や
、
年
2
回
の
空
き

缶
拾
い
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
3
年
か
ら
渥
美

半
島
花
畑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。春
は
ス
ト
ッ
ク
、

夏
は
ひ
ま
わ
り
な
ど
を
種
か
ら
育
て
て
い
ま
す
。
花
を
見
る
だ
け

で
は
な
く
、
花
摘
み
体
験
を
し
て
、
そ
れ
を
お
土
産
と
し
て
無
料

で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
元
の
人
や
観
光
客
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
花
畑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
番
の
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜

花
畑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

　
メ
ン
バ
ー
の
一
人
の
「
田
原
市
は
日
本
で
も
有
数
の
花
の
産
地

だ
が
、
国
道
沿
い
に
花
が
少
な
い
。
も
っ
と
観
光
客
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
な
花
畑
が
欲
し
い
。」
と
い
う
一
言
か
ら
、
手
始
め
に

見
本
と
な
る
よ
う
な
花
畑
を
作
ろ
う
と
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。

｜
｜

苦
労
し
た
こ
と
は
。

　
花
づ
く
り
の
経
験
が
な
い
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
土
地
探
し

か
ら
始
ま
り
、
土
入
れ
、
整
地
、
肥
料
な
ど
に
つ
い
て
、
農
家
の

人
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
手
探
り
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
然
が
相
手
の
た
め
前
後
す
る
開
花
時
期
と
、
花
摘
み
体

験
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
予
定
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
い
で
す
。

｜
｜

今
後
の
目
標
は
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
育
み
な
が
ら
、
渥
美
半
島
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た

ら
よ
い
で
す
。

（
聞
き
手:

古
川
美
栄
）
令
和
７
年
３
月
取
材


